
都道府県名 大分県

１　産地パワーアップ計画

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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産地パワーアップ事業

都道府県事業評価

顧客数の増加と経費削減に
おいて多大な努力し、目標
を達成したことは評価でき
る。

-289.5%

肥料や農薬の価格高騰によ
り経費がかさんだ実状はあ
るが、単収の現状は目標よ
りも低く、単収の向上が課
題である。施肥や病害虫防
除の適期励行を指導するこ
とにより単収向上を図る。
また規模拡大についても中
間管理機構を活用する等指

導する。

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考

現状 目標 実績

年
度

年
度

面積 生産量、出荷量、 面積 生産量、出荷量、

年
度又は処理量 又は処理量又は処理量

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

37.4円/kg

13,062円/60kg

生産量、出荷量

9.6 11,731円
/60kg61,905

生産コスト
10％

以上の削減

地域協議
会名

整理
番号 面積

24.2
円/kg

86.5

17.7

宇佐市
農業再
生協議

会

6
乙女新
田地区

飼料用米

大型機械を導入
し作業効率を上
げ、適期作業に
よる単収向上と
作付面積の拡大
によりコスト削
減を図る。

136.1%

作付面積は、営
農計画書等で確
認
生産コストは青
色申告書等で確
認
【現状】
生産費
13,476,480円
生産量
61,905kg
【目標】
生産費
24,847,260円
生産量
127,082kg
【実績】
生産費
15,518,058円
生産量
55,081㎏

単収は491㎏/10aで昨年
度を上回ったが、単収
向上のための施肥量の
増加および肥料・農薬
の価格高騰により経費
がかさみ目標未達と
なった。
次年度は単収を向上す
ることで目標達成を図
る。また、規模拡大に
ついては農地集積が進
まず当初計画した取組
面積には到達しなかっ
た。次年度は農地の提
供希望者となる高齢農
家に農地の提供を促し
規模拡大を目指す。

127,082 16,915円/60kg 11.2 55,081

玖珠九
重地域
農業再
生協議
会

1 戸畑 水稲

乾燥調製施設の
機能向上によ
り、集出荷コス
トの削減を図
る。

集出荷コス
トの10%以
上の削減

ライスセンター
の収支決算報告
書による運営経
費の年度比較

人口減の中、営業努力
により顧客数を増加さ
せたことがとても大き
い。また、作業数量が
前年比141％と大幅に増
加したにもかかわら
ず、経費は、前年比
106％増に抑えるなど、
経費の削減に繋げ、目
標設定した設計単価
（㎏あたり経費単価）
27,7をクリアしてい
る。目標達成のため、
多大な努力をされたと
思う。

18027.7
円/kg

-



（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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総販売額
43,165,000

円
22307

総販売額
824,070,000

円

総販売額
84,761,100

円

優先枠
（ICT）

出荷の大部分
を契約出荷で
対応している
ので価格補正

なし。

5.77

428,227

出荷伝票や申告
書類等の販売額
が確認できる書
類に基づいて、
実績の検証を行
う。
〔価格補正根
拠〕
青果物卸売市場
調査

トマト
343

ミニト
マト
653

102

トマト
280

ミニトマト

601

総販売額
809,640千円

22.2

－

トマト
1.062

ミニト
マト
1.150

232,762
,977円
トマト
109,537
,183円
ミニト
マト

123,225
,794円

346
総販売額

393,282,000
円

422,607
トマト
175,711

ミニトマト
246,896

497
トマト
587

ミニトマト
434

603,542

トマト
323

ミニト
マト
568

総販売額
210,175,576円

トマト
103,076,000円
ミニトマト

107,099,576円

4.55
トマ
ト

2.73
ミニ
トマ
ト

1.82

50.4%

これまでの
懸念であっ
た黄化葉巻
病は農薬散
布の徹底に
より改善が
見られてお
り、収量の
安定確保に
繋がってい
る。また、
高単価の品
種の増加及
び新規販路
の開拓によ
り目標達成
は可能と見
込まれる。

黄化葉巻病
に対して、
新品種の導
入や防除技
術の徹底に
より対策を
実施してい
る。
販売単価が
伸び悩んで
いるが、単
収は順調に
伸びてい
る。

21.2%

樹が成木とな
り、樹形改良
を行ったた

め、目標収量
には届かな

かったが今後
の安定した収
量のために必
須であった。
Ｒ３年度は販
売額増加に向
けて指導の結
果、販売単価
の向上がみら
れた点は評価
できる。しか
し、販売にお
いては依然と
して果汁の需
要と産地から
の供給が一致
せず、買取量
が上がらない
ために販売額
は目標を下

回った。今後
は新たな販売
先を見つけ、
搾汁量の拡大
を図り販売額
の向上の指導
に努める。

栽培指導等
を行い収量
の向上が見
られた。今
後搾汁量が
増えるよう
技術指導を
行うことに
より、目標
達成を図る
よう指導す

る。

122.7%

関係機関一
体となって
指導体制を
構築し、単
収向上にむ
けて産地指
導を行って
きた。ま

た、R2年度
に大玉トマ
トにおいて
発生拡大し
たウイルス
病（TYLCV)
について産
地全体での
対策を図れ
たことによ
り、目標達
成できた。

関係機関一
体となって
新規就農者
の早期経営
安定を目指
して指導を
行い、病害
虫等にも速
やかに対応
したことで
目標を達成
できた。

地域協議会等
の評価

都道府県の評
価

備考

実績

面積

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

達成率
（％）

出荷量

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

面積

出荷量

生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト

事業実施
前年度

目標年度

地域協議
会名

整理
番号

地区名

22

対象作物 取組内容
面積

2.6 201,400

生産コスト生産量又は

374,330

 価格(販売単価)

出荷量

成果目標

現状

年
度

総販売額
69,700,000

円

－

竹田市
農業再
生協議
会

2,438

総販売額
38,205,520

円

生産技術高度化
施設の導入によ
り、トマトの周
年・計画生産と
高品質安定生
産、産地強化に
取り組む。

国東市
農業再
生協議
会

1

3 小原地区

農産物処理加工
施設の導入によ
り、ニーズの高
いかぼす果汁の
搾汁に取り組
み、付加価値を
向上させること
で、産地の収益
力の強化を図
る。

販売額10%
以上の増加

かぼす 275,506

国東地区

生産技術高度化
施設の導入によ
り、トマトの周
年・計画生産と
高品質安定生
産、産地強化に
取り組む。

販売額の
10%以上の

増加
（464％以
上の増加）

トマト 652

目標

年
度

22.86

トマ
ト・ミ
ニトマ

ト

1 荻地区
総販売額

637,663,000
円

22

18.44

かぼす青果及び
かぼす加工品の

売上合計額
258 1.112

48,095,
031
円

トマト
343

ミニト
マト
653

287101

トマト
323

ミニト
マト
568

出荷伝票や申告
書類等の販売額
が確認できる書
類に基づいて、
実績の検証を行
う。
〔価格補正地域
価格根拠〕
青果物卸売市場
調査

トマト
1.062

ミニト
マト
1.150

トマト
299

ミニトマト
563

-

トマト
322

ミニトマト

623

2,340
866,463
千円

（中心的経営体
の取組面積）

4.48㏊
中山間地域所得
向上支援事業と

の連携事業

春出荷分に
ついて、病
気の発生に
より廃棄商
品が大量に
発生した。
今後は殺

菌・殺虫を
徹底し収量
の回復に努
めるよう指

導。

排水対策の
実施による
病害、生育
障害対策を
実施し、収
量向上に努
めている。

4 安岐地区 キャベツ

露地野菜産地の
形成の推進
①　機械導入に
よる作業の効率
化
②　安定した需
要が見込まれる
キャベツの産地
強化に向けた高
品質・安定供給
の取組

販売額10%
以上の増加

7,371千円 3.5 119.6 61.6 － 24,657千円 10.0 400 61.6 － 8,186千円

出荷伝票や申告
書類など販売額
が確認できる書
類に基づいて、
実績の検証を行
う。

261 31 4.7%12

2,175

販売額の
10%以上の

増加
(29.2%の増

加)
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販売額
334,499
千円

現在、国営緊
急農地再編整
備事業により
安心院地区に
て茶産地を形
成中であり、
当初の予定と
しては令和３
年までに５１
haの面積確保
をする予定だ
が造成の遅れ
により面積の
確保が困難な

状況。

250,000

適期作業および早
播摘心栽培による
単収の向上により
販売額の増加を図
る。
現行51.5㎏/10a
→目標105㎏/10a
※現状（H30年度）
については、収量
の変動が大きいた
め3か年（H28～H30
年度）の生産量・
面積の平均値に平
成30年産のJA換算
金単価を乗じて計
算した。

18.2

排水対策の徹
底および作業
効率化による
適期作業を行
うことで、単
収の向上（約
２割）を図
る。
現行278㎏
/10a
→目標333㎏
/10a

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
1等
19

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
37

好天に恵ま
れ、適期播
種、適期収穫
を行うことが
でき、単収は
大きく向上し
たが、販売単
価の下落によ
り販売額は減
少した。価格
補正後の実績
は目標達成と

なった。
また、規模拡
大については
農地集積がす
進まず当初計
画した取組面
積には到達し
なかった。今
後も引き続
き、中間管理
機構を活用す
る等、規模拡
大を目指す。

－ 8,828円/10a 26.8

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
1等

51,930
ﾆｼﾉﾎｼ1

等
37,275

- 286.9%

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
1等
21

ﾆｼﾉﾎｼ
1等
18

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
2等
9

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
1等

0.905
ﾆｼﾉﾎｼ
1等

2.056
ﾄﾖﾉｶｾﾞ
2等

2.333

7,239円/10a

70.2%

45,065,639
千円

－18.4

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
1等

25,966
ﾆｼﾉﾎｼ1

等
25,106

-

【現状につい
て】

H30年度の出荷実
績から集計す

る。

【目標につい
て】

目標年度の出荷
実績から集計す

る。

16.8

普通大豆
1等
5,845

普通大豆
2等
3,565

普通大豆
3等
1,882

特定加工
用

3,193
黒大豆
1,350

普通大豆
1等
82

普通大豆
2等
78

普通大豆
3等
74

特定加工
用
70

黒大豆
650

-

（株）久保田
ファームは、
目標達成でき
たが、（農）
西大堀につい
ては、昨年よ
り単収は向上
したものの、
目標未達と
なった。

適期作業およ
び早播摘心栽
培により目標
達成を図るよ
う指導する。

面積拡大に
より目標を
達成した。

事業によっ
て導入した
機械の活用
とあわせ、
担い手の単
収・品質の
向上、規模
拡大を図
る。

-56

普通大豆1等
75

普通大豆2等
71

普通大豆3等
67

特定加工用
63

黒大豆A品
500

黒大豆B品
450

黒大豆規格
外
250

－ 11,891円/10a

-7.1%

造成の遅れ
による一部
園地の未整
備と併せて
植栽園につ
いても未成
園のため目
標達成に

至っていな
い。

面積が目標
に達成して
いないた

め、面積の
拡大が課題
となる。集
積に力を入
れる等、面
積拡大出来
るよう指導
していく。

201.8%

栽培管理等
の指導を行
い、単収向
上及び面積
の拡大に繋
がり目標を
達成した。

24

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
1等

39,874
ﾆｼﾉﾎｼ1

等
49,394
ﾄﾖﾉｶｾﾞ2

等
1,221

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
1等
21

ﾆｼﾉﾎｼ
1等
18

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
2等
9

959 262,368 877
230,085
千円

8.9
261,850
千円

昨年度に比
べて単価は
上がった

が、単収が
減少したこ
とにより目
標達成に至
らなかっ

た。単収お
よび秀品率
の向上を図

る。

大規模経営
体で構成員
の病気によ
る労力不足
により回転
率の低下が
認められ

る。労力の
確保により
単収の向上
を図る必要
がある。

造成の遅れ
による一部
園地の未整
備と併せて
植栽園につ
いても未成
園のため目
標達成に

至っていな
い。

927

普通大豆1等
0

普通大豆2等
16,275

普通大豆3等
8,400

特定加工用
7,140

黒大豆A品
3,150

黒大豆B品
1,260

黒大豆規格
外

4,515

-

49,811 905

10.0

45.3
販売額の
10%以上の

増加

総販売額
83,490,510

円

－

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
1等
19

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
37

20 麦

大型機械等を
リース導入し作
業効率を上げ、
適期作業を行う
ことによる単収
向上と作付面積
の拡大等により
高収益化を図
る。

19

普通大豆1等
0

普通大豆2等
3,635

普通大豆3等
3,330

特定加工用
1,682

黒大豆A品
70

黒大豆B品
480

黒大豆規格
外
180

普通大豆1等
75

普通大豆2等
71

普通大豆3等
67

特定加工用
63

黒大豆A品
500

黒大豆B品
450

黒大豆規格
外
250

西大堀
地区

大豆

露地野菜（ジャ
ガイモ）産地の
形成の推進

国内需要の高い
加工用ジャガイ
モの産地化及び
高品質安定供給
への取り組み等
を推進すること
により、販売額
10%以上の増加を
実現する。

総販売額の
10％以上増加

こねぎ

8.6

360,700

宇佐市
農業再
生協議
会

8.9－

10a当たり
販売額の
14.2％
の増加

7,730円/10a

総販売額の
10％以上増加

総販売額
47,616,150

円

西高家
地区

5.2

17.25 53,944 883 -

大型機械等を
リース導入し作
業効率を上げ、
適期作業を行う
ことによる単収
向上と作付面積
の拡大により高
収益化を図る。

10a当たり
販売額の
188.9％の

増加

4,853円/10a

総販売額
13,750千円

177,616

84,590 987

55
総販売額
9,210千円

52

【現状につい
て】
H27年度の共販実
績から集計す
る。
【目標につい
て】
・目標年度の共
販実績から集計
する。
〔価格補正地域
価格根拠〕
JAおおいた北部
事業部味一ねぎ
出荷実績

1.138843

-11.7 326,064

11,287
/10a

- -
総販売額
17,012
千円

普通大
豆1等
82

普通大
豆2等
78

普通大
豆3等
74

特定加
工用
70

黒大豆
650

普通大
豆1等
75

普通大
豆2等
71

普通大
豆3等
67

特定加
工用
63

茶加工場の荒茶
加工実績を確認

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績は、JA
出荷伝票等で確
認
【現状】
販売額 883,161
円
作付面積 18.2ha
【目標】
販売額
5,438,895円
作付面積 38.8ha
【実績】
販売額1,997,638
円補正前
販売額1,693,724
円補正後
作付面積

10,880円
/10a

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績は、JA
出荷伝票等で確
認
【現状】
販売額
1,422,276円
作付面積 18.4ha
【目標】
販売額
2,365,845円
作付面積 26.8ha
【実績】販売額
1,737,435円補正
前
 販売額
2,611,415円補正
後
作付面積
24.0ha

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
1等
19

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
37

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
2等
21

49.75

14,018円/10a 38.8

36

普通大
豆1等
0.915
普通大
豆2等
0.910
普通大
豆3等
0.905
特定加
工用
0.900

959
総販売額

201,576,000
円

露地
野菜

(ジャガ
イモ）

1 宇佐地区

施設野菜（小ね
ぎ）産地の形成
の推進
①新規就農者の
育成により安定
供給の取り組み
②国内需要の高
い小ねぎの大規
模な産地化及び
高品質供給の取
り組み

210,136

18 安心院地区 茶

荒茶加工施設の建
設
①安定的な全量出
荷の取り組み
②国内需要の高い
茶の大規模な産地
化及び高品質供給
への取り組み
乗用型摘採機・管
理機のリース
①適期管理・適期
収穫による品質向
上への取り組み

17 安心院地区



H
3
0

ha kg
円
/k
g

R3 ha kg
円
/k
g

R3
h
a

㎏
円
/
㎏

円
/
㎏

円
/
㎏

H
3
0

ha kg
円
/k
g

R3 ha kg
円
/k
g

R3
h
a

㎏
円
/
㎏

円
/
㎏

円
/
㎏

27 30 ha R3

27 ha kg
円
/k
g

32 ha kg
円
/k
g

R3
h
a

k
g

円

円
/
k
g

円
/
k
g

22
乙女新

田
地区

麦

大型機械をリー
ス導入し作業効
率を上げ、適期
作業による単収
向上と作付面積
の拡大により高
収益化を図る。

10a当たり
販売額の
11.1％
の増加

6,769円/10a 34.7

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ1等

17,778
農林61

号
945

ﾆｼﾉﾎｼ1
等

55,895

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ1等
15

農林61
号
15

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
37

－ 7,519円/10a 73.3

ﾁｸｺｲｽﾞﾐ
1等

89,090
農林61

号
1,140
ﾆｼﾉﾎｼ1

等
112,375

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ1等
15

農林61
号
15

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
37

－

ﾆｼﾉﾎｼ1
等

292,050
ﾆｼﾉﾎｼ種

子
21,725

－

-

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ1等
15

農林61
号
15

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
37

20,841円/10a 72.5 -

排水対策の徹底
および作業効率
化による適期作
業を行うこと
で、単収を向上
（一般
367.3kg/10a→
450kg/10a、種
子用約1割）さ
せ,販売額の増
加を図る。
現行353㎏/10a
→目標433㎏
/10a

812.9%

排水対策の徹底
および作業効率
化による適期作
業を行うこと
で、単収を向上
させ、販売額の
増加を図る。
現行215㎏/10a
→目標276㎏
/10a

571,639 86.4%

生産施設整
備により生
産量が増加
している
が、生産調
整時のロス
等が当時の
想定よりも
大きく、生
産量が目標
に届いてお
らず、目標
額を達成で
きていな
い。
令和3年度
に調整機の
ロスを軽減
するための
機器改良を
行ったた
め、令和4
年度からは
改善が見込

病害虫対策
の基本技術
を励行する
とともに、
調整施設の
増設を行う
など、目標
達成に向け
改善をおこ
なってい
る。

701

主要品目で
あるスイー
トピー、グ
ラジオラス
の出荷量増
加及び高単
価での販売
により、目
標を達成し

た。

－

33.9

事業によっ
て導入した
機械の活用
とあわせ、
担い手の単
収・品質の
向上、規模
拡大を図
る。

6,418円/10a

ﾁｸｺｲｽﾞﾐ
1等

14,649
ﾆｼﾉﾎｼ1

等
111,918

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ1等
11

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
18

主要品目で
あるスイー
トピー、グ
ラジオラス
の出荷量増
加及び高単
価での販売
により、目
標を達成し

た。

好天に恵ま
れ、適期播
種、適期収穫
を行うことが
でき、単収は
大きく向上し
たが、販売単
価の下落によ
り販売額は減
少した。価格
補正後の実績
は目標達成と
なった。
また、規模拡
大については
農地集積がす
進まず当初計
画した取組面
積には到達し
なかった。今
後も引き続
き、中間管理
機構を活用す
る等、規模拡
大を目指す。

総販売額
106,317,000

円

総販売額
106,687,369

円

59.7

ﾆｼﾉﾎｼ1
等

289,598
ﾆｼﾉﾎｼ種
子合格
11,675

㎏
ﾆｼﾉﾎｼ種
子準A
11,100

㎏

3.7

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
37

ﾆｼﾉﾎｼ種
子

4,953円
/25㎏
(税抜)

309,830,225

農協の出荷伝票
や販売実績によ
り検証を行う。

好天に恵ま
れ、適期播
種、適期収穫
を行うことが
でき、単収は
大きく向上し
たが、販売単
価の下落によ
り販売額は減
少した。価格
補正後の実績
は目標達成と

なった。
また、規模拡
大については
農地集積がす
進まず当初計
画した取組面
積には到達し
なかった。今
後も引き続
き、中間管理
機構を活用す
る等、規模拡
大を目指す。

事業によっ
て導入した
機械の活用
とあわせ、
担い手の単
収・品質の
向上、規模
拡大を図

る。

102.7

352.2%

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
18

ﾆｼﾉﾎｼ種
子合格
6,219円
/25㎏
(税抜)
ﾆｼﾉﾎｼ種
子準A

5,170円
/25㎏
(税抜)

17,441円/10a

杵築市
農業再
生協議

会

2 杵築地区

施設野菜産地の
形成の推進
①生産技術高度
化施設（高度技
術導入施設）の
導入による周
年・計画生産の
取組
②国内需要の高
い水耕ねぎの産
地化に向けた高
品質・安定供給
の取組

562,596353,960

総販売額
92,733,322

円

3.7

豊後高
田市農
業再生
協議会

1
販売額の
14.6%増

花き
(ｽｲｰﾄﾋﾟｰ

他)

水耕ねぎ 2.6
総販売額

394,784,196
円

709

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
37

ﾆｼﾉﾎｼ種
子

4,953円
/25㎏
(税抜)

－

ﾆｼﾉﾎｼ1
等

196,859
ﾆｼﾉﾎｼ種

子
21,725

62

総販売額
251,085,963

円
729

21
葛原
地区

麦

大型機械等を
リース導入し作
業効率を上げ、
適期作業による
単収向上と作付
面積の拡大によ
り高収益化を図
る。

10a当たり
販売額の
11.5％
の増加

18,690円/10a

販売額の
10%以上の

増加
(57.2%の増

加)

豊後高田
地区

生産技術高度化
施設及び集出荷
貯蔵施設を整備
することによ
り、ｽｲｰﾄﾋﾟｰを中
心とする花きの
高品質・周年安
定生産と産地強
化に取り組む。

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績は、JA
出荷伝票等で確
認
【現状】
販売額
2,348,960円
作付面積 34.7ha
【目標】
販売額
5,511,325円
作付面積 73.3ha
【実績】
販売額
2,175,663円補正
前
販売額
4,361,655円補正
後
作付面積
33.9ha

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ1等
11

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
18

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ1等
1.364
ﾆｼﾉﾎｼ1

等
2.056

12,866円
/10a

542

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
18

ﾆｼﾉﾎｼ種
子合格
6,219円
/25㎏
(税抜)
ﾆｼﾉﾎｼ種
子準A

5,170円
/25㎏
(税抜)

ﾆｼﾉﾎｼ1
等

2.056
ﾆｼﾉﾎｼ種
子合格
0.952

ﾆｼﾉﾎｼ種
子準A
0.958

26,266円
/10a

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績は、JA
出荷伝票等で確
認
【現状】
販売額
11,587,940円
作付面積 62.0ha
【目標】
販売額
15,110,007円
作付面積 72.5ha
【実績】販売額
10,412,517円補
正前
 販売額
15,681,381円補
正前
作付面積
59.7ha

3.7

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
37

ﾆｼﾉﾎｼ種
子

4,953円
/25㎏
(税抜)

602 1.211 375,193,080

出荷伝票や申告
書類等の販売額
が確認できる書
類に基づいて、
実績の検証を行

う。
[価格補正の単価

根拠]
大分べっぴんね
ぎ協議会の平均

販売単価
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全量契約取引
のため、価格
補正なし

62

戸上地区は臼
杵市における
かんしょの主
要産地であ

る。事業の大
型農業機械の
導入により、
作業の機械

化・効率化を
図ることがで
きているが目
標は未達成で
ある。今後も
作付面積の拡
大及び生産量
の向上が見込

まれる。

作付面積は拡
大している
が、R3年度は
8月中旬の長
雨により病害
が発生し商品
化率が下がっ
た。また、日
照不足により
青果用サイズ
が増加したた
め単収が減少
した。今後も
目標達成に向
けて規模拡大
を進め、生産
指導を行う。

総販売額
9,773,000

円
11.7 137.4

一次加工済み高
菜、大根の売上

合計額
（高菜300t×130
円/kg、大根144t

×50円/kg）

- 21.2

－

-

97,991円/10a 134 544,170 241.3

232,574
千円

3.00 264,293 880

新型コロナ
ウイルス感
染拡大の影
響は少しず
つ回復して
きている

が、寒波の
影響による
収穫量の減
少により、
販売額は減
少し、目標
金額には届
かなかっ

た。今後も
販路確保や
単収向上に
向けて引き
続き指導す

る。

単収向上の
ため作型の
見直しや土
壌分析に基
づいた施肥
設計によ

り、目標達
成を図るよ
う指導す

る。

100,440円
/10a

778 1.254
291.769
千円

125.8%

九重町飯田地
区は、標高
800～1000ｍ
の高標高地に
あり、水稲は
コシヒカリ等
の極早生品種
しか栽培出来
ない地域で、
付加価値販売
が課題となっ
ている。玖珠
九重地区で良
食味栽培の取
組を継続して
おり、光選別
機、食味計、
粒判別機等を
導入して4年
目が経ち、玄
米品質の向上
が販売単価に
反映される様
になってき

た。R3年度は
こうした取組
により、目標
の達成するこ
とができた。

導入した機
械を活用す
ることによ
り食味の向
上につなが
り、目標を
達成できた
ことは評価
できる。

181.3

販路開拓を行
い、単価の向
上に尽力して
いたことで目
標を達成でき
た。

コロナの影響
で販売単価が
伸び悩んだも
のの、販売
額、生産量が
着実に増加し
てきている。
今後も引き続
き、個別指導
及び関係機関
と連携しなが
ら総販売額の
増加に努めて
いく。

1,0322.5 143,239

200

大分市
農業再
生協議
会

菌床椎茸につい
て、菌床製造施
設等の整備に
よって菌床調達
コストの低減を
図り、生産性を
高めることによ
り、着実な生産
規模拡大の継続
に繋げる。

玖珠九
重地域
農業再
生協議
会

3 飯田

乾燥調製施設に
光選別機や食味
計を導入し、販
売単価の向上を
図る。

販売額の
10%以上の

向上

68,335
円/10a

4
戸畑・
山田

菌床椎茸

水稲 1.025219.6- 214.2
93,860
円/10a

-71.1 - -12
46,200
千円

694,075

976-
総販売額の
10％以上の
増加

3
戸上地

区

高糖度
かん
しょ

大型農業機械の
リース導入

総販売額の
10%以上の

増加

総販売額
129,782,870

円
19.7 606,775 214 －

 高菜大根
農産物処理加工

施設の新設

販売額の
10%以上の

増加
1

大南・
鶴崎地

区

-
159,472
千円

1,113 232,458
千円

318

225,200

214

臼杵市
農業再
生協議
会

0円

3.00

総販売額
148,532,007

円
27.1 209,938,25

4円

ＪＡの集荷およ
び販売実績によ
る
【現状】
主食米販売額
122,319千円/受
益面積179ha

【目標】
主食米販売額
187,720千円/受
益面積200ha

【実績】
主食米販売額
131,308千円/受
益面積134ha

25.5 660,711

申告書等、販売
額が分かる資料
から検証
〔価格補正地域
価格根拠〕
福岡市場　菌床
生しいたけ大分
県産実績

- 233 346 0.673 141,401,404

出荷・販売実績
を確認できる書
類（出荷伝票
等）を用いて成
果の検証を行
う。
〔価格補正地域
価格根拠〕
青果物卸売市場
調査


